
資料２  

跡地周辺地域の
活性化等への寄与

可部自治連からの
提言との関連

波及効果

文化ホール・図書館 安佐北区民文化センター・安佐北区図書館
約３,０００㎡

・文化活動等を
行う市民とその
家族など
・図書館は、不
特定多数の安佐
北区民

・平日、土・日祝日を問わず、年間を通
して利用者が見込まれる。
・様々なイベントや事業の開催などによ
り、地域住民の交流の場、学びの場とし
て期待できる。
＜参考＞
区民文化センター利用者：年間約33万人（図
書館を含む）※別紙２参照

アンケート２位
（ホール、図書館
（区民文化センター
の移転））

・区の地域文化振興
の拠点として、安佐
北区全体さらには周
辺市町の住民による
利用が期待できる。

●区民文化センター・図書館と機能が競
合する。
●現区民文化センターは築３３年であ
り、すぐに建替えが必要な状況にない。
＜参考＞
現区民文化センターと同程度の建築規模で駐
車場約200台分を確保する場合、最低7,000㎡
程度の敷地面積が必要となる。

子供向け施設 こどもミュージアム(神戸市)
約３,０００㎡

・子育て世帯と
その友人・家族
など

・特に休日において、利用者が見込まれ
る。
・子育て世代を中心に地域住民の交流の
場として期待できる。

―

・区内や近隣市町に
類似施設は整備され
ていないことから、
区内はもとより、周
辺市町からの利用も
期待できる。

●集客力のある文化ホール・図書館と複
合化する機能として、一体的に整備する
ことも考えられる。

コミュニティセンター まちなか市民交流プラザ(佐賀県小城市)
約３,０００㎡

・地域活動等を
行う市民やグ
ループなど

・平日、土・日祝日を問わず、年間を通
して利用者が見込まれる。
・様々なイベントや事業の開催などによ
り、地域住民の交流の場、学びの場とし
て期待できる。
＜参考＞
区内公民館の平均利用者：年間約６万人/１館

―

・利用が周辺地域住
民に限定される。

●公民館や集会所と機能が競合する。

子育て世帯向けの公園・
イベント広場

県立みよし公園（三次市）
 広場面積約８,０００㎡（子供広場）

（公園全体５０．９ｈａ）

・子育て世帯と
その友人・家族
など

・気軽に利用ができ、特に休日におい
て、利用者が見込まれる。
・子育て世代を中心に地域住民の交流の
場、憩いの場として期待できる。

アンケート５位
（大型遊具広場・イ
ベント広場）

・大型遊具があるな
ど、区内や近隣市町
に整備されていない
広場にした場合であ
れば、区内はもとよ
り、周辺市町からの
利用も期待できる。

●区単位ではなく、全市的な施設として
整備することが考えられる。

スポーツ広場 フットサル場(東京都品川区)
約２,０００㎡（フットサルコート３面）

・スポーツを楽
しむ市民グルー
プや学生など

・平日、土・日祝日を問わず、年間を通
して利用者が見込まれる。
・様々なスポーツ大会や教室の開催など
により、地域住民の交流の場、憩いの場
として期待できる。

アンケート６位
（スポーツ広場
（フットサルコー
ト、サッカーコート
など））

・フットサルコート
など区内や近隣市町
に整備されていない
特定の機能にした場
合であれば、区内は
もとより、周辺市町
からの利用も期待で
きる。

●多目的のスポーツ広場とした場合に
は、可部運動公園や寺迫公園などと機能
が競合する。

 跡地活用案の課題等の整理

実現に当たっての課題・検討事項

施設・機能の評価

検討の視点別の評価
参考事例・イメージ

（施設名称下の数値は建築面積）

跡地活用に関して分類・整理した施設・機能

文
化
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
関
連

主な対象者施設・機能

公
園
・
広
場

演劇、コンサートを主

とする様々な公演やイ

ベント、地域住民に読

書をはじめとする情報

サービスを提供する施

設 

体を動かして楽しむこ

とのできる遊具などが

あり、子どもや家族み

んなが楽しめる施設 

地域住民の交流・活動

を支援するため施設 

大型の遊具や芝生広場

があり、子ども連れの

家族がゆっくり楽しめ

る施設 

市民が気軽にフットサ

ルなどのスポーツを楽

しめる施設 
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跡地周辺地域の
活性化等への寄与

可部自治連からの
提言との関連

波及効果

公
園
・
広
場

屋根付き野外ステージ 豊後中央公園（大分県豊後高田市）
ステージ約５００㎡

（イベント広場全体約５,０００㎡）

・芸術文化活動
等を行う市民グ
ループや学生な
ど

・イベント等の開催時の利用に限られ
る。
・様々なイベントや活動発表会の開催な
どにより、地域住民の交流の場、憩いの
場として期待できる。 ―

・広場等と併設した
場合であれば、大規
模な集客効果が期待
できる。

●公園・イベント広場の一機能として一
体的に整備することも考えられる。
●北館病院に隣接し、また、住居地域で
あることから、イベント等の際には大き
な音や振動等に配慮する必要がある。

産直市場 とれたて元気市（広島市）
約１,０００㎡

・出品・販売す
る農業従事者
・産直品や特産
品を嗜好する
ファミリー世帯
など

・都市住民と農村振興地域の住民、地域
住民同士による交流の場として期待でき
る。

アンケート４位
（安佐北区の魅力や
特色を生かす施設
（特産品や農産物の
販売））

・都市部からの集客
効果が期待できる。
・農村振興地域への
経済効果が期待でき
る。

●公園・イベント広場の一機能として一
体的に整備することも考えられる。
●単独設備に費用をかけないとするな
ら、仮設的な設備での運営も考えられ
る。
●商品を安定的に供給する仕組みが必要
にある。

宿泊施設 ビジネスホテルの例
約３００㎡

・安佐北区や周
辺市町を訪れた
ビジネス客や観
光客など

・主な利用は宿泊者であり、夜間の利用
が中心となることから、地域との関わり
は期待できない。
・ビジネス支援、観光客の利便性が高ま
る。

アンケート７位
（ホテル）

・宿泊者の利用によ
る周辺店舗等への経
済効果が期待でき
る。

●区内に旅館・ホテルは１１施設あり競
合する。
●民間事業者の運営となることから、経
営が成り立たない場合、撤退するリスク
がある。

ショッピングセンター 近隣型店舗の例
約２,０００㎡

・買い回り品を
購入する主婦層
など

・平日、土・日祝日を問わず、年間を通
して利用者が見込まれる。
・多くの買い物客が集うことで賑わいが
得られる。

アンケート２位
（ショッピングやレ
ストランを楽しめる
民間商業施設）

・周辺地域における
生活利便性が向上
し、住民の満足度が
高まる。

●近隣のスーパーと機能が競合する。
●民間事業者の運営となることから、経
営が成り立たない場合、撤退するリスク
がある。

レストラン ファミリーレストランの例
約５００㎡

・ファミリー世
帯など

・平日、土・日祝日を問わず、年間を通
して利用者が見込まれる。
・少人数のグループやファミリー世帯が
集うことで賑わいが得られる。

アンケート２位
（ショッピングやレ
ストランを楽しめる
民間商業施設）

・周辺地域における
生活利便性が向上
し、住民の満足度が
高まる。

●近隣の飲食店と機能が競合する。
●民間事業者の運営となることから、経
営が成り立たない場合、撤退するリスク
がある。
●文化ホール・図書館の利便性を向上さ
せる機能として、一体的に整備すること
も考えられる。

商
業
関
連

 跡地活用案の課題等の整理

跡地活用に関して分類・整理した施設・機能 施設・機能の評価

施設・機能 参考事例・イメージ
（施設名称下の数値は建築面積）

主な対象者

検討の視点別の評価

実現に当たっての課題・検討事項

雨天時でも各種イベン

トの開催できる施設 

 

地産地消を基本に、旬

の野菜、果物、季節の

花など、とれたての農

畜産物や加工品を販売

する施設  

安佐北区又は周辺市町

を訪れたビジネス客な

どが宿泊できる施設 

食料品、日用品や衣料

品などを販売する施設 

跡地又は周辺施設を訪

れた人々に飲食を提供

する施設 
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跡地周辺地域の
活性化等への寄与

可部自治連からの
提言との関連

波及効果

福
祉
系
学
校

看
護
・
医
療

看護系、医療技術系、福
祉系の学校

私立大学看護学部の例
約２,０００㎡

・教員、学生な
ど

・施設の地域開放が行われれば、地域住
民の交流の場になることが期待できる。
・学生の居住により、地域における若い
世代の定住人口の増加が見込まれる。

アンケート３位
（学校（看護系、医
療技術系の学部、男
女共学など））

・学生のみならず、
教員等学校関係者が
集うことで、地元へ
の経済効果が期待で
きる。

●実現に向けては、学部新設に関わる国
の認可手続きが先行する必要がある。

特別養護老人ホーム 一般的な例
約１,０００㎡

・６５歳以上の
要介護認定者な
ど

・施設利用者の入居により、地域の定住
人口の増加が見込まれる。
・入居者の外出や地域行事への参加は期
待できない。
・高齢化を背景に高いニーズは見込める
が、地域の賑わいにはつながらない。

―

・施設への入居希望
者が多ければ、住民
の満足度が高まる。

●人材不足の状況下で、看護師や介護福
祉士等の職員を確保する必要がある。
●区内に同種の施設が１４施設ある。

サービス付き高齢者向け
住宅

一般的な例
約１,０００㎡

・６０歳以上高
齢者又は要介護
認定者など

・施設利用者の入居により、地域の定住
人口の増加が見込まれる。
・高齢化を背景に高いニーズは見込める
が、地域の賑わいにはつながらない。

―

・施設への入居希望
者が多ければ、住民
の満足度が高まる。

●人材不足の状況下で、看護師や介護福
祉士等の職員を確保する必要がある。
●区内に同種の施設が１７施設ある。

福祉センター 安佐北区地域福祉センター（総合福祉セン
ター内）

約１,０００㎡

・地域福祉活動
等を行う市民や
グループ、福祉
関係の生活相談
等に訪れる市民
など

・平日、土・日祝日を問わず、年間を通
して利用者が見込まれる。
・様々なイベントや事業の開催などによ
り、地域住民の交流の場、学びの場とし
て期待できる。 ―

・地域における福祉
活動の促進が期待で
きる。

●地域福祉センターと機能が競合する。
●現地域福祉センターは、公民館等との
合築施設であり、建て替える状況にはな
い。

保育施設 一般的な例
約５００㎡

・通園する乳幼
児とその保護者
など

・平日を中心に、年間を通して利用者が
見込まれる。
・世代間交流事業等が行われれば、地域
とのつながりが期待できる。

―

・地域における待機
児童の解消が期待で
きる。

●近隣の保育園と施設・機能が競合す
る。
●近隣の保育園の移転・拡充を検討する
必要がある。

健
康
・
福
祉
関
連

 跡地活用案の課題等の整理

跡地活用に関して分類・整理した施設・機能 施設・機能の評価

施設・機能 参考事例・イメージ
（施設名称下の数値は建築面積）

主な対象者

検討の視点別の評価

実現に当たっての課題・検討事項

今後ますます高度化・

複雑化する看護・福祉

ニーズに対応できる質

の高い人材を育成する

施設 

保護者が乳幼児の保育

をすることができない

とき、保護者に代わっ

て一時的に乳幼児を保

育する施設 

地域住民の生活相談や

社会福祉活動に必要な

場を提供する施設 

住宅としてのバリアフ

リーの居室や設備ととも

に、ケアの専門家による

生活相談サービスを提供

する住宅施設 

常に介護が必要な方を

対象に、入浴や食事な

どの日常生活上の支援

や療養上のお世話など

を提供する施設 
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跡地周辺地域の
活性化等への寄与

可部自治連からの
提言との関連

波及効果

温浴施設 豊野温泉（長野市）
約２,０００㎡

・子どもから高
齢者まで、不特
定多数の多様な
世代

・平日、土・日祝日を問わず、年間を通
して利用者が見込まれる。
・多くの人が集うことで賑わいが得られ
る。

―

・規模・内容によっ
ては、周辺市町から
の利用も期待でき
る。

●民間事業者の運営となることから、経
営が成り立たない場合、撤退するリスク
がある。
●区内に同種の施設が３施設あり競合す
る。

総合体育施設 札幌市中央体育館
約５,０００㎡

・スポーツを楽
しむ市民グルー
プや学生など

・平日、土・日祝日を問わず、年間を通
して利用者が見込まれる。
・様々なスポーツ大会や教室の開催など
により、地域住民の交流の場、憩いの場
として期待できる。 ―

・地域におけるス
ポーツの振興や健康
的な生活の促進が期
待できる。
・スポーツ大会等の
規模・内容によって
は、周辺市町からの
利用も期待できる。

●近隣に安佐北区スポーツセンターがあ
り、機能が競合する。

ヘリポート 廃校跡地に設置されたヘリポート
（福井県高浜町）

・緊急を要する
患者や災害時の
避難者などの要
救助者

・災害等の緊急時の利用に限定される。
・輸送に特化した施設であり、地域との
関わりは期待できない。

―

・災害等の緊急時に
おける地域住民の安
心感が高まる。

●公園・広場の活用や施設の屋上等の附
帯的な機能として整備することも考えら
れる。

根谷川の河川氾濫対策
プール

鶴見川多目的遊水地（横浜市）
約８４ｈａ

・根谷川下流域
の住民

●十分な機能を発揮させるためには、新
たに広大な用地取得を必要とする。（横
浜市の事例では約８４ｈａ）

健
康
・
福
祉
関
連

 跡地活用案の課題等の整理

跡地活用に関して分類・整理した施設・機能 施設・機能の評価

施設・機能 参考事例・イメージ
（施設名称下の数値は建築面積）

主な対象者

検討の視点別の評価

実現に当たっての課題・検討事項

そ
の
他

河川 遊水池

河川 遊水池

平常時に

は、公園

として利

用してい

る。 

長さ及び幅は、

使用機の全長

に２０メート

ルを加えた値

以上 

河川が氾濫した際に

一時的に河川の水を

引き込み、流域への

洪水被害を低減させ

る施設 

救急時の患者の搬送や

災害時の緊急物資の輸

送などに使用する施設 

屋内スポーツのための

施設で、災害時には避

難施設として活用する

施設 

温浴設備に飲食や休憩、

宿泊機能、リラクゼー

ション等の各種サービ

スを組み合わせた施設 

平常時は公園等、別の形態での利用となる。 
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１ 施設概要 

区  分 安佐北区民文化センター 安佐北区図書館 

指定管理者 ㈱イズミテクノ (公財)広島市文化財団 

開  館 

昭和 58 年（1983 年）5 月 7 日 

（建築後約 33 年。この種の建築物については、税法上耐用年数

が 50 年とされていることを前提とすると、今後 17 年間は運用す

ることになる。） 

建 設 費 約 23 億円 

構  造 
鉄筋コンクリート造 地下 1 階地上 3 階建 

（耐震構造） 

敷地面積 9,413.29 ㎡ 

建築面積 2,655.86 ㎡ 

延床面積 4,274.31 ㎡ 
1,113.53 ㎡ 

（建物の地下 1 階部分） 

年間利用者数 

（26 年度実績） 

7 万 7,848 人 24 万 8,325 人 

合計 32 万 6,173 人 

施設内容 

ホール（705 席）、練習室、大

会議室、中会議室、小会議室、

美術工芸室、工作実習室、音

楽室、大広間、和室、児童室、

娯楽室、ロビーギャラリー 

児童コーナー、成人コーナー、絵

本・紙芝居コーナー、新聞・雑誌

コーナー、おはなしのへや 

（蔵書約 6 万 8 千冊） 

備  考 駐車場台数 約 150 台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 所在地 

安佐北区可部七丁目２８番２５号（下図参照） 

病院跡地との位置関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 安佐北区民文化センター・安佐北図書館についてのこれまでの指摘  

⑴  立地条件について 

・土砂災害警戒区域内に立地している。  

・最寄のバス停（１か所）には 1 日当たり 136 便停車するが、そのバス

停まで約 450m あり、道路も急勾配 (11.4%)となっている。  

 

⑵  運用について  

・ホールで大規模なイベントが開催されるときは、車での来場者が多く、

駐車場が足りない。また、図書館利用者が駐車場を利用できない場合が

多々あるうえ、周辺の道路が混み合い、近隣から苦情が寄せられている。 

・安佐北区図書館に中央図書館にある調査・相談・学習機能などの機能が

求められている。  

安佐北区民文化センター・安佐北区図書館（合築施設）の概要について 

安佐北区民文化センター・ 
安佐北区図書館 

病院跡地 

約 2.3㎞ 

別紙２ 




